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Ⅰ 調査の概要 

 

1 調査目的 

若年層におけるデートＤＶに関する意識を把握し，今後のＤＶ対策の推進のための基礎資料とする。 

 

2 調査項目及び調査対象 

調査項目 調査対象 

(1) デートＤＶについての認知 県内の高等学校（定時制・通信制含む）・特別支援学

校 

高等部及び高等専門学校（141校）の２年生の男女 
(2) 交際相手からの行為についての 

 暴力としての認識 

(3) 男女の役割に対する意識 

(4) デートＤＶ予防教育の実施状況別 

 認知度 

各学校の養護教諭等担当教諭 

 

3 調査時期 

令和４年12月（平成28年11月，平成29年11月，平成30年11月，令和元年11月，令和２年12

月，令和３年12月の調査に続いて７回目） 

 

4 調査方法 

Ｗｅｂ調査法（県内の対象高校等にＱＲコードを配付し，アンケートサイトにて回答を得た） 

令和元年までは、郵送調査法（県内の対象高校等に調査票を郵送し，学校単位で郵送にて回収した） 

 

5 調査実施委託機関 

一般社団法人広島テレワーク協会 

 

6 回収結果 

 

 

 

 

 

  

対象者数 
有効回収数 

有効回収率 
4,447票 

21,904票 

女性 男性 不明 

20.3％ 2,519票 1,883票 45票 

56.6％ 42.3％ 1.0％ 
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7 回答者の属性 

 

（１）性別 

 

 

 

 
（２）所属 

 

 

 

＊高等学校等２年生のみが対象のため割愛 

 

男性

42.3 

女性

56.6 

無回答

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数(4,447人)

図１ 性 別

問１ あなたの性別は  ※答えることが難しい場合は，回答不要です。 

問２ あなたの所属は 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 

1 デートＤＶについての認知 

 

 

 

 

 

 

41.8

47.5

49.9

34.9

45.7

48.8

29.2

25.6

31.6

26.2

30.5

28.8

28.9

26.8

18.4

38.9

23.7

22.2

0.1

0.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度

（n=1,883人）

令和3年度

（n=1,203人）

令和4年度

（n=2,519人）

令和3年度

（n=1,497人）

令和4年度

（n=4,447人）

令和3年度

（n=2,732人）

図１-１ 「交際相手からの暴力（デートＤＶ）」の認知度

言葉も，その内容も知っている

言葉があることは知っているが，内容はよく知らない

言葉があることを知らなかった

無回答

問３ あなたは，「デートＤＶ」（交際相手からの暴力）について，知っていますか。 

総数 

女性 

男性 
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「デートＤＶ」について知っているか聞いたところ，「言葉も，その内容も知っている」とい

う人は 45.7％である。 

一方，「言葉があることを知らなかった」という人は 23.7％で，「言葉があることは知ってい

るが，内容はよく知らない」（30.5％）と合わせると 54.2％（前回調査：51.0％）であり，５

割以上の人に十分な認知がされていない。 

 

男女別にみると，男性では，「言葉も，その内容も知っている」という人は 41.8％，「言葉が

あることは知っているが，内容はよく知らない」（29.2％），「言葉があることを知らなかった」

（28.9％）である。女性では，「言葉も，その内容も知っている」という人は 49.9％，「言葉が

あることは知っているが，内容はよく知らない」（31.6％），「言葉があることを知らなかった」

（18.4％）となっており，男性のほうが女性よりも認知度が低くなっている。 

 

前回調査(令和３年度)と比較すると，「言葉も，その内容も知っている」は前回調査 48.8％

であったのに対し，今回調査は 45.7％で 3.1 ポイント減少している。「言葉があることは知っ

ているが，内容はよく知らない」は前回調査 28.8％であったのに対し，今回調査は 30.5％で

1.7 ポイント増加している。「言葉があることを知らなかった」という人は前回調査 22.2％であ

ったのに対し，今回調査は 23.7％で 1.5 ポイント増加している。 

 

男女ともに「言葉があることを知らなかった」「言葉があることは知っているが，内容はよく

知らない」という人を合わせると５割を超え，いまだ十分な認知がされていないことがうかが

える（図１-１） 
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0.4

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

図２-１ 交際相手からの行為について暴力としての認識

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も，そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

無回答

①  平手で打つ 

② 足でける 

③ 身体を傷つける可能性の 
  あるものでなぐる 

④ なぐるふりをして，おど

す 

⑤ 刃物などを突き付けて， 
おどす 

⑥ 相手が嫌がっているのに， 
  性的な行為を強要する 

⑦ 見たくないのに，無理に， 
ポルノビデオやポルノ雑誌を 

見せる 

⑧ 避妊に協力しない 

⑨ 何を言っても長期間 
無視し続ける 

⑩ 交友関係や行先，電話・ 
メールなどを細かく監視する 

⑪ デートの費用を無理やり 
払わせたり，お金をせびる 

⑫ 大声でどなる 

2 交際相手からの行為についての暴力としての認識 

 

 
 

  

問４ あなたは，交際相手の次のような態度や行動について，暴力だと思いますか。 

それぞれ，あなたの考えに最も近いものの番号を１つずつ選んで，○を付けてください。 

(R4 年度 n=4,447 人) 

(R3 年度 n=2,732 人) 
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12 項目の行為をあげて，それが交際相手から行われた場合に『暴力にあたると思うか』の意

識を聞いた。 

「どんな場合でも暴力にあたると思う」と考える人が多いのは，「刃物などを突き付けて，お

どす」（96.2％），「身体を傷つける可能性のあるものでなぐる」（95.0％），「相手が嫌がってい

るのに，性的な行為を強要する」（94.7％）で，９割以上の人が「どんな場合でも暴力にあたる

と思う」と認識している。 

また，「避妊に協力しない」（88.6％），「見たくないのに，無理に，ポルノビデオやポルノ雑

誌を見せる」（86.6％）は８割以上の人が「どんな場合でも暴力にあたると思う」と考えてい

る。 

一方，「何を言っても長期間無視し続ける」（54.1％），「交友関係や行先，電話・メールなど

を細かく監視する」（55.7％）は，「どんな場合でも暴力にあたると思う」と答えた人は６割に

満たない。 

前回調査と比較すると，12 項目中３項目（「平手で打つ」「相手が嫌がっているのに，性的な

行為を強要する」「大声でどなる」）で認知度が高くなっている。（図２－１） 
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94.9
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93.7

85.0

84.4
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88.8

57.9

56.5

56.6

55.3

75.1

76.2

66.5

61.3

21.9

26.2

17.5

17.8

4.8

3.9

26.0

28.0

2.9

3.5

3.8

4.2

10.7

11.2

9.0

7.9

33.5

34.7

33.0

36.0

17.8

18.4

27.8

33.9

1.5

1.7

1.5

1.7

1.0

1.2

4.2

3.7

1.4

1.5

1.8

2.0

3.7

4.2

3.4

2.9

7.8

8.6

9.6

8.5

6.2

5.2

4.9

4.7

0.3

0.1

0.4

0.1

0.4

0.2

0.5

0.1

0.4

0.1

0.5

0.1

0.6

0.2

0.4

0.4

0.8

0.2

0.8

0.2

0.8

0.2

0.7

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も，そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

無回答

(n=1,883人)

図２-２ 交際相手からの行為についての暴力としての認識［男女別］ 

① 平手で打つ 

② 足でける 

③ 身体を傷つける可能性の 
  あるものでなぐる 

④ なぐるふりをして，おど

す 

⑤ 刃物などを突き付けて 
おどす 

⑥ 相手が嫌がっているのに， 
  性的な行為を強要する 

⑦ 見たくないのに，無理に， 
ポルノビデオやポルノ雑誌を 

見せる 

⑧ 避妊に協力しない 

⑨ 何を言っても長期間 
無視し続ける 

⑩ 交友関係や行先，電話・ 
メールなどを細かく監視する 

⑪ デートの費用を無理やり 
払わせたり，お金をせびる 

⑫ 大声でどなる 
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女性 (n=2,519人)
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男女別にみると，『暴力にあたる』と認識する行為と，『暴力にあたらない』と認識する行為

に大きな差はみられないが，12 項目中８項目（「身体を傷つける可能性のあるものでなぐる」

「なぐるふりをして，おどす」「刃物などを突き付けて，おどす」「相手が嫌がっているのに，

性的な行為を強要する」「見たくないのに，無理に，ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる」「避

妊に協力しない」「デートの費用を無理やり払わせたり，お金をせびる」「大声でどなる」）で

は，女性のほうが「どんな場合でも暴力にあたると思う」と答えた人の割合が高くなってい

る。 

一方，「平手で打つ」「足でける」「何を言っても長期間無視し続ける」「交友関係や行先，電

話・メールなどを細かく監視する」については，男性のほうが「どんな場合でも暴力にあたる

と思う」と答えた人の割合が高くなっている。（図２-２） 
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図２-３ 交際相手からの行為についての暴力としての認識 

［「デートＤＶ」（交際相手からの暴力）の認知度別］ 
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93.5

64.6

95.5

93.5

84.6

87.2

51.1

49.4

73.1

65.2

25.6

21.1

4.9

31.0

2.4

4.1

10.0

8.5

36.5

36.8

17.7

27.6

1.9

1.8
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3.4

1.4

1.9

4.3

3.3

9.9

11.3

7.6

5.3

0.3

0.6

0.2

1.0

0.8

0.6

1.1

0.9

2.5

2.5

1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も，その内容も

知らない
(n=1,056人)

76.2 

79.7 

95.4 

68.5 

96.2 

94.7 

87.4 

88.4 

54.3 

57.1 

77.0 

69.4 

22.7 

19.4 

4.0 

28.8 

2.5 

4.3 

9.7 

8.8 

37.8 

35.9 

18.5 

27.3 

1.0 

0.7 

0.4 

2.5 

1.0 

0.9 

2.6 

2.6 

7.7 

6.8 

4.3 

3.2 

0.1 

0.3 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉は知っているが，

内容はよく知らない

(n=1,358人)

① 平手で打つ 

② 足でける 

③ 身体を傷つける可能性の 

  あるものでなぐる 

④ なぐるふりをして，おどす 

⑤ 刃物などを突き付けて 

おどす 

⑥ 相手が嫌がっているのに， 

  性的な行為を強要する 

⑦ 見たくないのに，無理に， 

ポルノビデオやポルノ雑誌を 

見せる 

⑧ 避妊に協力しない 

⑨ 何を言っても長期間無視

し続ける 

⑩ 交友関係や行先，電話・ 

メールなどを細かく監視する 

⑪ デートの費用を無理やり 

払わせたり，お金をせびる 

⑫ 大声でどなる 
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交際相手からの行為についての暴力としての認識を，問３「デートＤＶ」（交際相手からの暴

力）についての認知度別にみると，「言葉も，その内容も知っている」人は，「言葉は知っている

が，内容はよく知らない」人，「言葉も，その内容も知らない」人に比べ，12 項目中 11 項目

（「平手で打つ」「足でける」「身体を傷つける可能性のあるものでなぐる」「なぐるふりをして，

おどす」「刃物などを突き付けて，おどす」「相手が嫌がっているのに，性的な行為を強要する」

「避妊に協力しない」「何を言っても長期間無視し続ける」「交友関係や行先，電話・メールなど

を細かく監視する」「デートの費用を無理やり払わせたり，お金をせびる」「大声でどなる」）で

「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した割合が高くなっている。 

「言葉は知っているが，内容はよく知らない」人は，「言葉も，その内容も知っている」人，

「言葉も，その内容も知らない」人に比べ，12 項目中１項目（「見たくないのに，無理に，ポル

ノビデオやポルノ雑誌を見せる」）で「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した割合が

高くなっている。 

「言葉も，その内容も知らない」人は，「言葉も，その内容も知っている」人，「言葉は知って

いるが，内容はよく知らない」人に比べ，12 項目中の全項目で「どんな場合でも暴力にあたる

と思う」と回答した割合が低くなっている。（図２-３） 
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3 男女の役割に対する意識 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.4

71.2

79.0

81.2

75.9

76.6

21.5

21.9

14.3

10.6

17.5

15.7

6.0

6.6

6.6

7.8

6.4

7.2

0.1

0.3

0.2

0.3

0.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

令和3年度

図３-１ 男女の役割に対する意識

賛成 どちらとも言えない 反対 無回答

問５ あなたは，「例えば，『夫は外で働き妻は家庭を守るべきである』というような男女の役割 

を固定的に捉える意識にとらわれることなく，誰もが共に参画し，責任を分かち合い，お

互いに協力する」という考え方について，どう思いますか。 

 

総数 

女性 

男性 

(n=1,203

「男女の役割を固定的に捉える意識にとらわれることなく，誰もが共に参画し，責任を分かち

合い，お互いに協力する」という考え方についてどう思うか聞いたところ，総数では 75.9％が

「賛成」と答えた。「どちらとも言えない」が 17.5％，「反対」が 6.4％であった。 

男女別にみると，男性は「賛成」が 72.4％，「どちらとも言えない」が 21.5％，「反対」が 6.0％

であった。女性は，「賛成」が 79.0％，「どちらとも言えない」が 14.3％，「反対」が 6.6％であ

った。（図３-１） 

(n=1,498 人) 

(n=2,732 人) 

(n=1,883 人) 

(n=2,519 人) 

(n=4,447 人) 
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46.8

49.3

39.8

47.6

48.8

48.5

31.0

29.5

29.9

25.4

26.7

28.8

22.2

21.2

30.4

26.8

24.6

22.7

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

令和3年度

図３-２ 「交際相手からの暴力（デートＤＶ）」の認知度

［男女の役割に対する意識別］

言葉も，その内容も知っている

言葉があることは知っているが，内容はよく知らない

言葉があることを知らなかった

無回答

男女の役割に対する意識別にデートＤＶの認知度を比較した。「男女の役割を固定的に捉える

意識にとらわれることなく，誰もが共に参画し，責任を分かち合い，お互いに協力する」とい

う考え方について「賛成」と答えた人は，「言葉も，その内容も知っている」が 46.8％，「言葉

は知っているが，内容はよく知らない」（31.0％），「言葉も，その内容も知らない」（22.2％)で

ある。  

男女の役割に対する意識に「どちらとも言えない」と答えた人は，「言葉も，その内容も知っ

ている」（39.8％），「言葉は知っているが，内容はよく知らない」（29.9％），「言葉も，その内

容も知らない」（30.4％）である。 

男女の役割に対する意識で「反対」と答えた人は，「言葉も，その内容も知っている」

（48.8％），「言葉は知っているが，内容はよく知らない」（26.7％），「言葉も，その内容も知ら

ない」（24.6％）である。 

「男女の役割を固定的に捉える意識にとらわれることなく，誰もが共に参画し，責任を分か

ち合い，お互いに協力する」という考え方について「どちらとも言えない」と答えた人は，「賛

成」や「反対」と答えた人に比べて認知度が低くなっている。（図３-２） 

(n=3,375 人) 

(n=777 人) 

(n=285 人) 

反対 

どちらとも 

言えない 

賛成 

(n=2,092 人) 

(n=198 人) 

(n=429 人) 
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15.8
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0.9

0.7

0.9

2.5
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2.8
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R4年度
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R4年度
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R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

R4年度

R3年度

賛成

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も，そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

(R4 n=3,375人 R3 n=2,092人)
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7.4

5.1
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11.1
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反対

(R4 n=285人 R3 n=198人)

図３-３ 交際相手からの行為についての暴力としての認識 

【男女の役割に対する意識別】 

① 平手で打つ 

② 足でける 

③ 身体を傷つける可能性の 

  あるものでなぐる 

④ なぐるふりをして，おどす 

⑤ 刃物などを突き付けて， 

おどす 

⑥ 相手が嫌がっているのに， 

  性的な行為を強要する 

⑦ 見たくないのに，無理に， 

ポルノビデオやポルノ雑誌を 

見せる 

⑧ 避妊に協力しない 

⑨ 何を言っても長期間 

無視し続ける 

⑩ 交友関係や行先，電話・ 

メールなどを細かく監視する 

⑪ デートの費用を無理やり 

払わせたり，お金をせびる 

⑫ 大声でどなる 

67.1

67.8

71.6

74.8

91.9

91.4

59.7

61.8

93.2

93.5

90.3

90.9

77.1

77.4

80.3

83.9

43.1

49.7

44.5

49.2

64.9

70.2

58.2

50.6

30.4

30.8

25.6

23.5

6.9

7.2

34.7

34.0

4.6

5.4

7.1

7.7

17.6

17.9

14.2

12.6

43.8

37.5

41.6

38.7

24.8

22.6

35.0

43.4

2.3

1.4

2.2

1.6

1.0

1.2

4.4

4.2

1.4

1.2

2.1

1.4

3.9

4.4

4.6

3.0

11.3

12.6

12.1

11.7

8.4

7.2

5.0

5.8

0% 50% 100%

どちらとも言えない

(R4 n=777人 R3 n=429人)
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男女の役割に対する意識別に，交際相手からの行為についての暴力としての認識をみると，

「男女の役割を固定的に捉える意識にとらわれることなく，誰もが共に参画し，責任を分かち

合い，お互いに協力する」という考え方について「賛成」と答えた人は，「どちらとも言えな

い」「反対」と答えた人に比べ，12 項目中の全項目で「どんな場合でも暴力にあたると思う」

と回答した割合が高くなっている。（図３－３） 
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4 デートＤＶについての予防教育の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.1 27.7 21.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図４-１ デートＤＶについての予防教育の実施状況

実施した 実施する予定 実施予定はない

令和4年度

63.8 36.2

実施した 実施していない

令和3年度

デートＤＶの予防に関する授業・研修・講演会等を実施したことがあるかどうか聞いたとこ

ろ，令和３年度は「実施した」（63.8％），「実施していない」（36.2％）であった。令和４年度

は「実施した」（51.1％），「実施する予定」（27.7％），「実施予定はない」（21.3％）であった。 

約２割の学校で予防教育が行われていない。（図４-１） 

問１ デートＤＶの予防に関する授業・研修・講演会等（非行防止教室等の生徒指導に関する 

講演会，命の大切さや良好な人間関係などに関する講演会等，デートＤＶが直接的な 

テーマではなかった場合を含む。）を実施したことがありますか。 

(n=47 校) 

(n=47 校) 
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5 予防教育の実施状況ごとのデートＤＶについての認知 

 

 ※令和３年度及び令和４年度において，１度はデートＤＶについての予防教育を行った学校の生徒を「実

施」グループ，令和３年度及び令和４年度において，デートＤＶについての予防教育を行ったことがない

学校の生徒を「未実施」グループとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.6

45.7

31.7

28.3

21.8

26.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図５-１「交際相手からの暴力（デートＤＶ）」の認知度

【デートＤＶ予防教育実施状況別】

言葉も，その内容も知っている

言葉は知っているが，内容はよく知らない

言葉も，その内容も知らない

無回答

デートＤＶについての予防教育の実施状況別の認知度を比較すると，「言葉も，その内容も知

っている」と答えたのは，予防教育を実施した学校では 46.6％，未実施校では 45.7％，「言葉

があることは知っているが，内容はよく知らない」と答えたのは，実施校では 31.7％，未実施

校では 28.3％であった。「言葉があることを知らなかった」と答えたのは，実施校では

21.8％，未実施校では 26.0％であった。予防教育を実施した学校の生徒の認知度が高くなって

いる。（図５-１） 

(n=1,516 人) 
実施 

未実施 

(n=973 人) 
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77.4
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66.5
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92.5
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81.4

89.7
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55.2

50.8

56.2

52.2
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71.5

71.0
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22.8

24.6

17.8

21.4

3.8

4.9

25.1

29.5

2.4

3.1

2.4

5.2

8.7

12.9

8.4

8.8

38.0

38.1

36.1

36.4

16.9

21.6

25.8

28.2

0.9

1.2

0.9

1.2

0.6

1.1

3.4

4.0

0.9

1.8

0.9

2.4

2.2

5.7

1.9

4.9

6.9

11.1

7.7

11.4

5.0

6.9

3.2

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

実施

未実施

図５-２ 交際相手からの行為について暴力としての認識

［デートＤＶ予防教育実施状況別］

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も，そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

デートＤＶについての予防教育の実施状況別に，交際相手からの行為についての暴力として

の認識を見てみると，12 項目中の全項目で，予防教育を実施した生徒のほうが認知度が高くな

っている。（図５-２） 

① 平手で打つ 

② 足でける 

③ 身体を傷つける可能性の 
  あるものでなぐる 

④ なぐるふりをして，おど

 
⑤ 刃物などを突き付けて， 

おどす 

⑥ 相手が嫌がっているのに， 
  性的な行為を強要する 

⑦ 見たくないのに，無理に， 
ポルノビデオやポルノ雑誌を 

見せる 

⑧ 避妊に協力しない 

⑨ 何を言っても長期間無視

し続ける 

⑩ 交友関係や行先，電話・ 

メールなどを細かく監視する 

⑪ デートの費用を無理やり 

払わせたり，お金をせびる 

⑫ 大声でどなる 

実 施  (n=1,516 人) 

未実施 (n=973 人) 
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6 デートＤＶの予防に関して実施している取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.7

57.4

38.3

21.3

14.9

8.5

8.5

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電話相談のカード等を配布

行政や関係団体等作成のリーフレット配付

学校の相談室等でデートＤＶ相談できることを

生徒等に周知

行政や関係団体等作成のリーフレットを

相談室に置く

その他

学校作成のリーフレットや副読本を

生徒等に配布

教育委員会作成資料を活用

特に取り組んでいることはない

図６ デートＤＶの予防に関して実施している取組はありますか

(n=47校)

デートＤＶの予防に関して実施している取組について聞いたところ，最も多いのは「電話相

談のカード等を配布」（61.7％）であり，６割を超えている。２番目に多いのは「行政や関係団

体等作成のリーフレット配付」（57.4％）であった。「学校の相談室等でデートＤＶ相談できる

ことを生徒等に周知」は 38.3％，「行政や関係団体等作成のリーフレットを相談室に置く」は

21.3％,「その他」（14.9％），「学校作成のリーフレットや副読本を生徒などに配布」「教育委員

会作成資料を活用」はそれぞれ 8.5%であった。「特に取り組んでいることはない」が 6.4％であ

った。（図６） 

問２ 授業や講演以外に，デートＤＶの予防に関して実施している取組はありますか。 

あてはまる番号すべてに○を付けてください。 
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7 デートＤＶ予防教育を行うために必要な支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.2
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21.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談機関に関する情報提供

講師の紹介

講師依頼のための予算補助

授業等で使用できる教材の提供

教職員の研修

実施校の実績に関する情報提供

支援等で促進されるとは思えない

図７ デートＤＶ予防教育を行うために必要な支援

(n=47校)

問３ デートＤＶ予防教育を行うために必要な支援は何だと思いますか。あてはまる番号３つ

に○を付けてください。 

デートＤＶ予防教育を行うために必要な支援は何だと思うか聞いたところ，「相談機関に関す

る情報提供」が 53.2％と最も高く，「講師の紹介」（51.1％），「講師依頼のための予算補助」

（46.8％），「授業等で使用できる教材の提供」（42.6％），「教職員の研修」（40.4％），「実施校

の実績に関する情報提供」（21.3％）と続いた。「支援等で促進されるとは思えない」は 0.0％

であった。（図７） 
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8 デートＤＶ予防教育を受ける時期 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

高校１年生

59.6%

中学生以下

25.5%

高校２年生

12.8%

高校３年生

2.1%

高校卒業後

0.0% 必要ない

0.0%

図８ デートＤＶ予防教育を受ける時期

問４ デートＤＶの予防教育を受けるのは，いつ頃が良いと思いますか。もっとも適している

と 

思う時期に○を付けてください。 

デートＤＶの予防教育を受けるのは，いつ頃が良いと思うか聞いたところ，「高校１年生」と

答えた学校が 59.6％で最も多かった。２番目に多かったのは「中学生以下」（25.5％）であり，

早い時期から予防教育を受けた方が良いと考える学校が８割を超えている。（図８） 

(n=47 校) 
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Ⅲ 調査票 

 

デートＤＶについての意識調査 

 

問１ あなたの性別は  

１ 男性 ２ 女性 

 

問２ あなたの所属は 

１ 高等学校・高専 

（特別支援学校高等部） 

２ 大学 

専修学校 

 

問３ あなたは，「デートＤＶ」（交際相手からの暴力）について，知っていますか。 

１ 言葉も，その内容も知っている 

２ 言葉があることは知っているが，内容はよく知らない 

３ 言葉があることを知らなかった 

 

問４ あなたは，交際相手の次のような態度や行動について，暴力だと思いますか。 

それぞれ，あなたの考えに最も近いものの番号を 1 つずつ選んで，○を付けてください。 

 ど ん な 場 合
で も 暴 力 に
あ た る と 思
う 

暴 力 に あ た
る場合も，そ
う で な い 場
合 も あ る と
思う 

暴 力 に あ た
る と は 思 わ
ない 

①平手で打つ 1 2 3 

②足でける 1 2 3 

③身体を傷つける可能性のあるものでなぐる 1 2 3 

④なぐるふりをして，おどす 1 2 3 

⑤刃物などを突き付けて，おどす 1 2 3 

⑥相手が嫌がっているのに，性的な行為を強要する 1 2 3 

⑦見たくないのに，無理に，ポルノビデオやポルノ雑誌

を見せる 
1 2 3 

⑧避妊に協力しない 1 2 3 

⑨何を言っても長期間無視し続ける 1 2 3 

⑩交友関係や行先，電話・メールなどを細かく監視する 1 2 3 

⑪デートの費用を無理やり払わせたり，お金をせびる 1 2 3 

⑫大声でどなる 1 2 3 

 

問５ あなたは，「例えば，『夫は外で働き妻は家庭を守るべきである』というような男女の役割を

固定的に捉える意識にとらわれることなく，誰もが共に参画し，責任を分かち合い，お互いに協

力する」という考え方について，どう思いますか。 

 

１ 賛成 ２ どちらとも言えない ３ 反対 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

  

※答えることが難しい場合は，回答不要です。 
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デートＤＶ予防教育に関する調査 

 

学校・大学名  

記入者職・氏名  

電話  

 

 

問１ デートＤＶの予防に関する授業・研修・講演会等（非行防止教室等の生徒指導に関する講演会，

命の大切さや良好な人間関係などに関する講演会等，デートＤＶが直接的なテーマではなかった

場合を含む。）を実施したことがありますか。 

   高校においては，「デートＤＶについての意識調査」の対象である２年生について，お答えくだ

さい。 

 

 （１）令和３年度 

令和３年度 

１ 実施した ２ 実施していない 

（２）令和４年度 

令和４年度 

１ 実施した ２ 実施する予定 ３ 実施予定はない 

 

 

問２ 授業や講演以外に，デートＤＶの予防に関して実施している取組はありますか（相談のため保

健室等に来室した生徒への個別対応も含む）。 

   あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 行政や関係団体等作成のリーフレット配付 

２ 行政や関係団体等作成のリーフレットを相談室に置く 

３ 学校の相談室等でデートＤＶ相談できることを生徒等に周知 

４ 学校作成のリーフレットや副読本を生徒等に配布 

５ 電話相談のカード等を配布 

６ 教育委員会作成資料を活用（具体的に              ）                   

７ その他（具体的に                       ）                            

８ 特に取り組んでいることはない 

 

 

 

（裏面につづきます。） 

 

 

学校・大学向け 
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問３ デートＤＶ予防教育を行うために必要な支援は何だと思いますか。あてはまる番号３つに○を

つけてください。 

 

１ 講師の紹介 

２ 講師依頼のための予算補助 

３ 授業等で使用できる教材の提供 

４ 実施校の実績に関する情報提供 

５ 相談機関に関する情報提供 

６ 教職員の研修 

７ 支援等で促進されるとは思えない 

 

 

問４ デートＤＶの予防教育を受けるのは，いつ頃が良いと思いますか。もっとも適していると思う

時期に○を付けてください。 

 

１ 中学生以下 

２ 高校１年生 

３ 高校２年生 

４ 高校３年生 

５ 高校卒業後 

６ 必要ない 

 


